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水生生物の移動および繁殖生態の解明（平成23年度～）石川孝典・ 綱川孝俊・高木優也

目的

水田水域は多くの魚類の繁殖や成育の場として重要

であるが，近年の圃場整備等によりその機能が失われ

つつある。一方で，平成13年には土地改良法が改正さ

れ，圃場整備の実施にあたっては環境への配慮が求め

られるようになった。そこで本研究では，環境に優し

い圃場整備（環境配慮、型工法）の確立に向けた基礎情

報の収集を目的に，水田水域やその周辺における魚類

の産卵および成育環境を調査した。今年度はヒガシシ

マドジョウ Cobitissp. BIW AE type Cを対象に，

圃場整備が行われた水路内で、の生息状況を把握するた

めに調査を行った。

材料および方法

調査対象地 平成19年度に圃場整備が行われた小良

川沿岸E期地区（栃木県芳賀郡市貝町文谷）内にある

農業水路を対象とした（図1)。調査対象は小貝川から

分岐した農業水路（排水路）で，水路の側面は長さ13

3cmの植生護岸ノfネルで覆われ，底面は泥・砂磯もし

くはコンクリ ー卜となっていた。
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図1 調査対象地

方法 調査区聞は，植生護岸パネル10枚の区域を1

区間とし，当該水路の小貝川接続部寄りから下流部，

中流部および上流部の3区間で調査を行った。なお，

本水路には小良川との接続上流部に水路魚道工が施工

されている。
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調査期間は6月から12月とし，毎月1回の頻度で水生

生物の採捕調査を行った。植生護岸ノfネルl枚分の区

聞をl区画として，区画毎に手網 （目合い2mm）を用

いて水生生物の採捕を行った。採捕された水生生物は

その場で同定し， ヒガシシマドジョウのみオイゲノー

ル（FAlOO) で麻酔後，体長を測定し採捕場所へ再

放流した。その他の水生生物は，個体数を記録した後

に再放流した。なお，調査は極力晴天で‘かっ増水して

いない日に実施した。

結果および考察

当該水路で採捕された水生生物は魚類が12種で，そ

のうちヒガシシマドジョウとドジョウが主として採捕

された（表1)。調査期間中の水温は， 7月に24.0°Cで

最高，12月に4.1°Cで最低であった。

ヒガシシマドジョウの調査区間全域の生息密度は，

6月で＇26.4尾／m31こ最高となり，その後は9月で9.1尾／

m3, 12月には1.8尾／m3と生息密度が低下する傾向が

見られた（図2）。区間別では6月から8月の上流部が最

も密度が高い傾向にあり， 6月には60.8尾／m3と最高

値であった（図2）。本種は4月下旬から6月にかけて産

卵することが知られており， ！）当該水路でも6月の調

査時点で体長が20mm未満の当歳魚と考えられる個体

2尾が上流部の抽水性植物のある場所で確認された。

本種は抽水性植物の根や茎に産卵し， H仔稚魚は水深

や流速が小さい環境を好むことが知られている。2）当

該水路の上流部は，当歳魚が確認されたことから，本

種の繁殖や仔稚魚の育成に適した環境であると考えら

れる。一方で，1歳魚以上で繁殖に参加できないと考

えられる体長45mm未満の個体3）も当該水路内で多数

が観察されたことから，繁殖以外にも育成場所として

利用されているものと考えられる。

本結果から，当該水路ではヒガシシマドジ ョウは6

月から11月までは農業水路を成育場所と して利用して

おり，水温が低下する12月には越冬のために農業水路

から本川へ移動すると考えられた。圃場整備時の水路

改良工事に伴う本種への悪影響（水位の減少や濁水等

の物理的変化）を小さくするためには，本種が本川へ

移動する12月から翌春の3月までに水路内の改良工事

を実施することが適している と推察された。
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表1調査水路で採補された生物の個体数

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

上流中流下流上流中流下流上流中流下流上流中流下流上流中流下流上流中流下流上流中流下流

13 

2 

2 

2 

3 

11 

3 

4 

5 2 

6 

2 4 

3 2 3 

3 5 

魚類

ヒガシシマドジョウ

ドジョウ

モツゴ
タモロコ

ウグイ

ヌマムツ

オイ力ワ
キンブナ

ギンブナ

カマツカ
ヨシノボリ類
ギバチ
甲殻類

アメリカザリガニ

スジエビ
水生昆虫

タガメ

タイコウチ

コオイムシ
ヤゴ類

両生類

トウキョウダルマガエル
アカガエル

種

4 6 

55 

17 

3 

2 

4 

30 

4
I
n
u
－

－

 

n
，ιβ
口
一

5 

2 

20 46 

198 20 

17 

8 

8 

17 

24 

14 

51 

3 

3 6 

12 

q
L
F
a
l
l
i
－

－

 

R
d
4
4
・
1
1
1
l

4 

引

2

2

66 

13 

η
L
n乙

l
l

a
u
a
U
T
－
－
 

3 

11 122 22 

17 

70 

50 

40 

30 

20 

10 

60 

（

m
E＼
腿
）
脳
陣
画
制

。
12月

図2調査水路内におけるヒガシシマドジョウの生息密度変化
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水生生物の移動および繁殖生態の解明（p48-49)

圃場整備が行われた農業水路内におけるヒガシシマ

ドジョウの生息状況を把握するために6月から12月ま

で採捕調査をしました。その結果，本種の調査水路で

の生息密度は， 6月で＇26.4尾／m31こ最高となり，その

後は9月で9.1尾／m九 12月には1.8尾／m3と生息密度が

低下する傾向が見られました。この情報から， 6月か

ら11月は農業水路内が本種の成育の場となり，この期

聞を避けて閏場整備を実施することが望ましいと考え

られます。
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